Knffine oJowrnal vol 15

.
CORREE EERICIABIAE B —




R DB % |
EATEENCTRN TV L

Im|

ffl

X)==lfelp
IS LI WESHD B,

FREATT 4 —INE

573 - 7S]

Z DR,
ZARDOHICT B EAN B,




MMELSHEI ADRIIE,
WEa 218 - THES & WD REICIE ST,

BXAOTF 4 —NE - 7o BEE.
TR BB,

R DIEFE-
MmN TOL J(To
5D DFN L 220
EELINEEN TR WO EREE

IrnI

SEAHHET S X YHEjIC,
EREDHMNEICEN S,




ZOZFENTWA &
HANZ DI\ BB N L 13 5,

ERDBIN,
SEICIRIRT b,

ZAIB-STWVWEDH YD,
oK &.
H5SDEFEMNZEDZEZDERICA > TWA,




liEln;?éCivS\O D\
=N X

td*ﬁ\):'

ZTDHET ”Zhaﬁ\ﬁ%%o

TN EMEARES ADRIE.
ZDNEBICTE 5150,

FEd W\ kY,
BN Oob O, ZDHBEICW B,

BENRNTL 5DTIEEL .
rﬁ/\@Ej/\gléj‘Ai n%o




—4
o
X :J::‘/f o0
=B
rﬁ%o

=
7£XO

@,

3OO BRIAZICEL H DM,
C OB TR BN,

%O)HEF&FE?\
BEREIFDOEFX Y TIFREL.
O &EDDRICIE B,




WWEAHZEXADOEAZRL &,
D/ AETFEATS L O INBEIES,

hnlZ
TRER DNPRE 2 ‘ﬂo’cmzm\ 5T,

‘I‘%/!i.\ :I‘_‘.)( N {I]ILJ:EFb\

TR EIFICILD BN > TO B S,

Z < DERRI
ALY s IR

TNEPMEAREIADEZIZ
FEENSEICO S,
ZOHICEEX A oT 4 —DHN B,

BRAFENTVBEDTIIE O,
ZDRIZ. A->TW\W5B,









Raffiné Journal vol.18
2026

EFEEEK
EULEEES

17 . Raffiné



	Raffiné  Journal  vol.18
	夜の道路を、 街灯が静かに流れていく。
	車の中には 言葉にならない空気がある。
	声とメロディーが重なった瞬間、 その夜が、 音楽の中に立ち上がる。
	松任谷由実さんの曲は、 歌詞を追って聴くという感覚にならない。
	声とメロディーが重なった瞬間、 まず空気が立ち上がる。
	夜の道路。 流れていく街灯。 車の中の静かな空気。 会話が続かない距離。
	言葉を理解するより前に、 情景の方が先に現れる。
	この曲を聴いていると、 自分が音楽の外にいる感覚がなくなる。
	身体の奥が、 先に反応する。
	音を追っているつもりなのに、 気づくと、 自分の方がその空気の中に入っている。
	音楽はふつう、 音が届き、 言葉が届き、 そのあとで感情が残る。
	けれど松任谷由実さんの曲は、 その順番にならない。
	聴くというより、 最初からもう、その場にいる。
	音が流れてくるのではなく、 情景の中へ引き込まれる。
	声。 メロディー。 情景。 空気。 温度。
	ふつうなら別々に届くものが、 この曲では同時に立ち上がる。
	その瞬間、 音楽は音の集まりではなく、 ひとつの夜になる。
	松任谷由実さんの曲を聴くと、 一冊の小説を読んだような密度が残る。
	それは、 歌詞が物語を語っているからではない。
	情景、空気、温度が、 音楽と同時に立ち上がっているからだ。
	多くの音楽は、 音から感情へ向かう。
	けれど松任谷由実さんの音楽は、 情景が先にひらかれ、 その中に声とメロディーが現れる。
	音楽を聴いているのではない。 その夜に、入っている。
	松任谷由実さんの曲は、 音楽ではなく、 情景が鳴っている。
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